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1. 概要 
以前から桃山高校には多くのカラスが集まっ

てくる。その中で音声をきっかけに一斉移動し

ているところを見た。以前の研究でカラスが桃

山高校に集まる原因はねぐらへの警戒による

ものであると分かった。 
今回の研究ではさらに、ねぐら周辺のカラスの

行動、コミュニケーションを分析し、カラスの

生態を探る。 
 

2. 目的 
ねぐら周辺のカラスの会話の解明をすることによ

り、カラスによるごみ問題や糞害の対策につなげ

たいと考えている。最終的には、本校を始めとし

てヒトとカラスなどの鳥類との共生にもつなげて

いきたいと考えている。 

 

3 仮説 
カラス間でのコミュニケーションの主な内容

は他の個体やヒトへの警戒ではないかと考え

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4．研究方法 
スマホ、360 度カメラ、録音機で鳴き声を記録

する。そしてカラスの個体数、飛んできた方向、

どのような行動・発声をしたかをパソコンのソ

フトやスマホを使って分析する。 
 
5. 結果 
これまでの研究で一羽のカラスが鳴いた後に

一斉にカラスが飛び立つ様子を観察できた。 
このコミュニケーションでは、「行くぞ！」「わ

かった！」などの会話がされていると考える。 
この研究は現在進行中である。 
 
6. 考察 
カラス間で音声によるコミュニケーションが行わ

れていると考える。また、行動によるコミュニケー

ションもされている。 

桃山高校のカラスだけでなく、一羽のカラスが鳴

いた後に一斉に他のカラスが飛び立つという現

象が起こった際には、そのカラスの周辺にねぐら

があるのではないかと考える。またそこでは、糞

害も発生していると考察をたてる。 

 
7. 今後の課題 
第一に、カラス語のデータを増やす。 
音声以外のアイコンタクトなどコミュニケー

ションをさがしたい。 
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